
１．確認事項等

２．活動報告（注１）

０歳児クラス １歳児クラス ２歳児クラス ３歳児クラス ４歳児クラス ５歳児クラス

✔

✔

✔

✔

✔

✔

施設番号 66-1122

施設名 敬愛シンフォニー保育園

施設所在地 八王子市散田町4-7-11

法人名

（注１）活動報告は、複数の活動内容を実施した場合は、活動ごとに記入してください。

（注２）「実施回数・期間」欄には、今年度に継続的（月を単位とする複数月）に実施した取組の実施状況
を記入してください。なお、原則、単発で実施した取組については対象になりません。

（注３）「活動内容」欄には、どのような取組を行ったのかがわかるよう記入してください。
また、活動報告書等、取組を行ったことがわかる書類の写しを提出してください。

幼稚園等の各施設の教諭同士や保護者等に、探究活動の内容を共有した。

※教諭や保護者等への共有方法

保護者には連絡アプリを利用し、ドキュメンテーションを毎日配信し、エントランスの掲示板に
も掲示することで他クラスの保護者も閲覧できるようにした。職員にも配信をし共有した。

次の探究活動の更なる充実に向け、新たな問いや環境の構成を考えた。

※継続的な実施のための工夫

活動の中での子ども達の会話やつぶやき等の言葉、疑問に着目し、環境構成や活動内容を
担任間で話し合い、工夫し、探究活動を発展した。

※主体的な活動のためにどのような工夫をしたか

保育者は子ども達の主体性をもとに活動が展開できるように、必要物品を揃えるなど環境を
整え、疑問解決に向けて見守ることを心掛けた。

記録をもとに、乳幼児の関心や発見、表現を振り返った。

※振り返りの実施方法

撮影した写真をもとに、午睡の時間等を活用して、クラス担任間で活動の振り返りを行った。
子ども達一人ひとりが何に関心を持ち、どのような仕草や表情が見られたのかを共有する時
間を持った。

人

活動内容
（注３）

井戸の掘削工事を間近に見たことにより、「井戸水」と「水道水」の違いや、地面
の中にどうして「水」があるのか、「井戸」の構造や掘削作業に係る時間と掘る深
さの関係や掘削工事に携わる職人さんとの交流を通して、探究を深めていった。ま
た、ビオトープにも井戸水が供給されていることに驚き、自分達以外にも水は必要
な物だと気が付いた。最終的には、掘りあがった井戸水を使って、砂場あそびを楽
しんだ。

活動における
チェックリスト

グループ単位での活動等により、乳幼児同士の対話、関わりを促した。

※乳幼児同士の関わりを促すためにどのような工夫をしたか

子ども達の疑問を、子ども達同士が納得するまで話し合い・語り合う時間なかで、電子黒板
を使用したり担任がファシリテーションを行い、主体的に発言しやすい環境・機会を設けた。

活動中の乳幼児の言葉、表情、ジェスチャー等の表現に着目し、メモ・写真・映像 等で
記録した。

※記録をどのように行ったか

活動中の様子や、疑問に思ったものを写真に撮り、フィードバックの時に電子黒板に映しな
がら子ども達の発言も書き留め、ドキュメンテーションとして記録に残した。

人 人 20 人

実施回数・期間
（注２）

合計４回（内訳：１月６日、１月７日、１月13日、３月30日）/令和８年１月から令
和８年３月まで

対象クラス・
対象人数 人 人

乳幼児一人ひとりが主体的に活動できるよう配慮した声掛け等を行った。

番号 1

社会福祉法人　敬愛学園

活動期間 令和 8

実施報告書

テーマ 自然

活動報告書を作成し、園のホームページ等で公表した。

年 3 月年 1 月 から 令和 8

活動内容の公表
公表したホームページ等のURL https://www.keiaigakuen.com/hoikuen/symphony/



施設番号

施設名

施設所在地

法人名

１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

掘削作業を安全に見学できるよう、時間や見学場所に配慮しながら環境を整えた。また、子

ども達が活動の様子を振り返ったり、自分達の疑問を深めたりできるよう、デジカメや電子

黒板を活用して工事の様子を共有した。さらに、実際に工事を行っている職人の方に直接話を

聞く機会を設けることで、「どうやって掘るの？」「どこから水が出るの？」など、子ども

達が感じた疑問を自ら言葉にし、主体的に探究できる環境づくりを行った。加えて、調べた

ことをみんなで共有したり話し合ったりする場を設けることで、子ども同士の気付きや学び

が広がるよう配慮した。

1月～

・掘削工事が始まったことを知り、見学を開始する。

・「井戸」や地下水等について、考察したり疑問をもったりしながら調べ始める。

・工事を進める職人さんとの会話を通して、気づきや考察を深め、さらに調べ始める。

・完成を楽しみにしながら、井戸水で何がしたいかを話し合う。

3月～

・実際に井戸水を使って、砂場あそびを楽しむ。

八王子市散田町4-7-11

社会福祉法人　敬愛学園

自然

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

開園当初から親しんできたビオトープを、子ども達がより主体的に自然に関わることで活動の

幅が広げられるよう環境整備を進めている。その一環として井戸新設の申請を行い、実際の掘

削工事を間近で見る機会を得た。工事の様子を見た子ども達からは、「水はどこから出てく

るの？」「どれくらい深く掘るの？」など、井戸や水、自然環境へのさまざまな疑問や興味

が生まれた。こうした子ども達の気付きや探究心を大切にし、自然との関わりをさらに深め

ていけるよう、本テーマを設定した。

66-1122

敬愛シンフォニー保育園



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

・園庭で井戸を作る工事が始まったことを知ると、子ども達から「井戸ってなに？」「どう

やって作るのかな？」といった疑問の声が上がった。そこで実際に工事の様子を見学に行

き、業者の方から工事の工程について話を聞くことで、さらに興味や関心が深まり、「もっ

と調べてみたい」という気持ちにつながっていった。

・子ども達は、井戸について調べる中で、「井戸水」と「水道水」の違いに気付き、それぞ

れの特徴について理解を深めていった。また、「雨の水が地下にたまって井戸水になる」と

いうことを知り、水の循環や自然の恵みについて関心を持つ姿が見られた。さらに、SDGsの

視点からも、水資源を大切にすることや災害時の備えとしての井戸の役割など、井戸への興味

が広がっていった。

・活動を通して、雨が降ることの大切さや水の大切さに気付き、「井戸水をどんなことに使え

るかな」と子ども達自身で考える姿が見られた。草花への水やりや水遊びなど、身近な活動

の中で井戸水を取り入れながら、楽しんで活動に参加していた。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

井戸工事が始まったことを知ると、「お砂場でお水遊びをするのがもっと楽しくなりそうだ

ね」と期待に満ちた表情を見せていた子ども達。後日、重機が入って工事が進んでいる様子に

気付き、「見に行きたい！」と興味を持ち、実際に工事の様子を見学した。見学後には、

「井戸の水ってどこからくるんだろう」「土の中からお水が出てくるのかな」「土の中が見

てみたいね」など、子ども達同士で自然に会話が広がり、「みんなで仕組みを調べてみよ

う」という姿につながった。調べたり話し合ったりする中で、「雨の水が井戸のお水になっ

ているんだね」「水道のお水とは違う仕組みなんだね」「緊急時に水道が止まっても井戸の

お水があったら安心だね」など、多くの気付きが見られた。また、「でも、お水は大切に使

おうね」と、自分達なりに水の大切さについて考える姿もあった。保育者は、子ども達の疑

問や気付きを受け止めながら、一緒に調べたり考えたりすることで、主体的な探究活動につ

ながるよう関わった。また、水遊びを楽しむ中で、遊び方を工夫したり友達同士で協力した

りする姿も見られ、水遊びがさらに発展していく様子が伺えた。







５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

これまで保育の中で、水を大切に使う意識を伝えてきたが、井戸水に関する活動を通して、子

ども達自身が水の大切さに気付き、意識する姿が見られるようになった。自然との関わりを

通して、SDGsを身近に感じられる環境づくりにつながっていると感じている。また、実際に

見て感じたことをもとに、「なぜだろう」「どうしてだろう」と自分達で考える中で、さまざ

まな疑問や興味が芽生えていた。その疑問について探究し、活動後のフィードバックの場で

子ども達同士が共有することで、学びをさらに深めることができていた。さらに、「次はこ

んなことをやってみたい」という新たな意欲へと自然につながる姿も見られ、子ども達の主

体的な学びを広げていく良い経験となった。今後も、子ども達の気付きや学びを大切にしな

がら、身近な自然に興味や関心を持ち続けられるような保育を継続していきたい。


